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現在までの支援状況

余ってませんか。もったいない食品大募集中!!
【ご家庭から】
フードバンクちばでは、家庭で余っている食品（保存可能な物）を募集
しています。

寄付いただきたい食品
□  穀類（お米、麺類、小麦等） □  保存食品（缶詰、瓶詰等）
□  乾物（のり・豆など） □  インスタント食品・レトルト食品
□  調味料各種、食用油 □  ギフトパック（お歳暮・お中元等）
□  飲料（ジュース・コーヒー・お茶等）

【企業等から】
包材の破損や賞味期限間近などにより、廃棄する予定の食品（賞味期限１カ月以上）などがございましたら、ぜひ
ご寄贈ください。条件等は別途ご相談させていただきます。

第3回フードドライブに
ご協力ありがとうございました！

第 3 回フードドライブにご協力ありがとうございました！

期間中フードドライブへの問い合わせもたくさんありました。
少しずつですが関心が広がっていると感じています。

　1月 15日から開始した第 3回フードドライブが 2月 28日に終了しました。今回は佐
倉市、八千代市、印西市の各社会福祉協議会など、食品の受け取り窓口が 18ヶ所に増え
ました。また、千葉市内の中央区、稲毛区、花見川区、美浜区、緑区などでのポスティン
グを増やしたり、市内の公民館に設置していただいたり、各市の社協だよりに掲載してい
ただいたりするなど広報に力を入れました。
　その結果、前回（昨年 9月）の 5倍、約 850kg の食品をご寄贈いただくことが出来ました。
設置したコンテナがいっぱいになったと嬉しい知らせが期間中何度もありました。ご協力
いただいた皆さま、本当にありがとうございました。ご寄贈いただいた食品は、主に困窮
する世帯への支援として大切に使わせていただきます。

❶ 第 3回フードドライブ
にご協力ありがとうござい
ました！

❷ フードバンクちばの支
援状況をお知らせします。

❸ 他県のフードバンク訪
問・フードバンク関連のイ
ベントに参加しました。

❹  企業からもたくさんの
ご寄贈をいただきました。
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『フードバンクちば』は各受け取り窓口から集まった食品でいっぱいで
スタッフ一同、嬉しい悲鳴を上げています。
また直接『フードバンクちば』に食品をお送りいただいた方、お持ち込みいただいた方、
皆さまのご厚意に謹んで感謝いたします。

ご寄付のお願い
フードバンクちばでは、みなさまのご寄付や協賛金を受け付けております。活動をご理解いただき、ご協力ど
うぞよろしくお願いいたします。ご協力には下記郵便振替口座をご利用下さい。

● 郵便振替口座

口座名義  ：  フードバンクちば    口座番号  ：  00150-2-652117
● ゆうちょ以外からの振込先
銀行名 ： ゆうちょ銀行　種別 ： 当座　支店名 ： 〇一九店　口座番号 ： 652117　口座名義 ： フードバンクちば

お問い合わせ
ボランティア活動に参加してみたいという方を随時募集しています。またフードバンク活動についての詳細など
お気軽にお問い合わせください。

 043-375-6804 平日10:00～17:00             043-242-8900
※スタッフ不在の場合は、留守番電話にお名前とご連絡先電話番号をお話しください。折り返しこちらからご連絡いたします。            
  fbchiba@jigyoudan.com
http://foodbank-chiba.com  ブログ ： fbchiba.ko-me.com
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今回のフードドライブでは、多くのボランティア
の方にチラシのポスティングのお手伝いをしてい
ただきました。

チャリティ用の缶バッジを作りまし
た。ぜひご協力お願いいたします。

2012年5月～2013年2
月までに提供した食品

＜団体＞　5.6 t.

＜個人＞　約1 t.

内訳：お米・調味料・パスタ・
そうめん・ツナ缶・ジャム・
菓子・飲料など

独立行政法人福祉医療機構  社会福祉振興助成事業により作成しました。

1月 21日付東京新聞
千葉中央版にフードド
ライブの記事を掲載し
ていただきました。

各受け取り窓口
から回収されて
きた食品の一部。
コンテナの中も
様 々 な 食 品 で
いっぱいです。



フードバンクとくしま推進フォーラム

　2月3日に、徳島県でのフードバンク設立に向けた「フー
ドバンクとくしま推進フォーラム」に報告者として菊地
が参加しました。当日は、フードバンク山梨やあいあい
ネット広島の代表の講演のほか、千葉、高知のフードバンクも加わったパネルディス
カッションが行われました。千葉と同様にワーカーズコープの事業所と徳島県労働者
福祉協議会が連携して準備を進めているということで、今後とも応援していきたいと
思っております。

フードバンクちばの支援状況をお知らせします。

地域の片隅で困っている方や声を上げられずにいる方に手を差しのべるには
様々なネットワークが必要です。更なる連携にご協力ください。

① 団体支援
　フードバンク食品を提供している先として、福祉施設・団体等があります。現在フードバンクちばで継続的に食品
を提供しているのは、ホームレス支援団体（3団体）、障がい者支援団体（4団体）、高齢者施設（1団体）、薬物依存
回復団体（1団体）、住宅支援（2団体）、フリースクール（1団体）などです。お米、調味料、飲料、菓子などを中
心に提供させていただいています。
② 個人支援
　困窮している個人（世帯）への食品提供は、主に公的・民間の相談支援機関の窓口等を通じて申請をいただいてい
ます。現在、フードバンクちばと連携している相談支援機関は、社会福祉協議会、中核地域生活支援センター、あん
しんケアセンター、ちばライフサポートセンター、弁護士、よりそいホットラインなどです。中でも、千葉市社会福
祉協議会との連携を開始した昨年11月以降は、申請数の約半分が千葉市社協を通じての申請となっています。今後、
連携機関を増やしていくことで、困っている人により多くアクセスできるようにしていきたいと考えています。

他県のフードバンク訪問・フードバンク関連のイベントに参加しました。

北関東のフードバンク３ヶ所を訪問

　1月 26 日に、フードバンク茨城、フードバンク宇都宮、フードバンクとちぎの北
関東のフードバンク３ヶ所を訪問しました。それぞれ地域ごとの特色があり、設立の
経緯も違いますが共通する課題も多く、さまざまな場面で今後連携・協力していきた
いと思います。

食品支援を受けた年代（2013年 6月～12月）

企業からもたくさんのご寄贈をいただきました。

企業からは同じものをたくさんいただけるので
施設・団体の支援などで大変重宝しています。

　アサヒ飲料（株）様より十六茶（600ml）
24本×80箱をいただきました。また、ヤ
マサ醤油（株）様より醤油、めんつゆ等を
ご寄贈いただきました。ありがとうござい
ました。

市福祉課より
　母子世帯。母は就労開始したばかりで次
回給与が支給されるまでの支援を希望。所
持金数十円。

中核地域生活支援センターより
　給料未払い等があり退職。就職活動
するも見つからず、公共料金や家賃滞
納となり「寄り添いホットライン」に
連絡し、中核地域生活支援センターと
つながる。失業給付は 3カ月後。社協
の貸付、市の家賃補助、生活保護の申
請も視野に入れるが、制度利用までの
支援をお願いしたい。

社会福祉協議会より
　脳梗塞で入院し、退院して生活保護
を申請したが、小額の年金や高額医療
費の還付があることが分かり、一旦取
り下げ。社協で緊急貸し付けを受けた
が、医療費還付まで生活費が足りない。

４0代
男性

４0代母親
１0代子供

地域生活支援センターより
　勤めいていた会社が倒産・失職。日雇い
アルバイトと社協の貸付金でギリギリの生
活。週 5日の仕事が決まったが、給料日ま
での食料を支援してほしい。

３0代
男性

６0代
男性

個人支援の月当たり利用人数（2013年 6月～12月）

アサヒ飲料（株）様より
いただいた壁面いっぱ
いのお茶

フードバンク宇都宮の倉庫

第1回全国フードバンク団体交流会議

　3月 5日（火）午前、セカンドハーベスト・ジャパンの
主催する第 1回全国フードバンク団体交流会議（東京・新
橋）に参加しました。
　全国の 27のフードバンク団体と農林水産省、消費者庁、
食品業界の方などが一堂に会し、財政の問題や行政との連
携、食品の確保などについて話し合いました。それぞれの 
団体により、出発点やスタイルは違いますが、同じように
課題を抱えており、今後のネットワークのあり方などにつ
いても意見が出されました。午後は、農林水産省などが共
催した「食品ロス削減シンポジウム」に参加しました。 第1回全国フードバンク団体交流会議の様子

ヤマサ醤油（株）様より
いただいた醤油など

お礼のお便りをいただきました。
　このたびは、ご支援誠にありがとうございました。と

ても助かりました。５歳の娘もとても喜んでいました。私

はおかげさまで、風邪もひかず、毎日職業訓練に通って

います。本当にありがとうございました。（Aさん）


